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「紀元二千五百九十三年，昭和八年七月十三日大槌町吉里々々部落新漁村建設計画要
項」と記された貴重な記録のコピーが手に入った。昭和 8 年 3 月 3 日に起こった

津波災害後に作成された復興計画書である（「吉里々々部落」とは井上ひさし著の『吉里吉
里人』に出てくる架空の部落ではない。現在の岩手県釜石市大槌町吉里吉里地区のこと）。
読んでいてとても驚いたことが数カ所あった。①　この計画書が発災からわずか，約 4 カ月
でできたこと，しかも　②　作成に際して委員として 44 人の地域住民が参加していること，
そして何よりも注目すべき項目が，③　「（三）新漁村建設計画ノ要旨」（作成に際しての前
文ともいえる部分である）の記述である。曰く，「一，隣保相助ノ精神ヲ振作シ共同ノ力ヲ
産業経営並二日常生活ノ上二致シ以テ今次災害ノ復旧復興ヲ期スルト共二部落永遠ノ共存
共栄ヲ営ムモノトス　二，―個人的利害又ハ感情等二依リ協調ヲ破ルガ如キ間
隙（カンゲキ）アルヲ許サズ―，三，―」。ここには隣近所の互助を基本にして
部落の復興と永遠の共存共栄を部落自らで達成するという力強い決意がうかがわれる。時
代の背景からか全体主義的な臭いがして個人的には何か違和感を覚えざるを得ないが，地
域住民の結束した想いと活動力には正直，感動を覚えた。
　そして，この吉里吉里部落についてホームページで調べていたら，『今回の東日本大震災
時にも，「吉里吉里地区」住民は自発的に災害対策本部を立ち上げ，住民が食料班，医療班
などを組織化して活動を開始し，自ら行方不明者の捜索を行ったり，重機を使って道路の
瓦礫を撤去したり，コンビニの店長の協力によって在庫のパンや飲料水を住民に配ったな
ど住民が避難生活を支え合った』という毎日新聞の記事（2011 年 4 月 14 日付夕刊）を発
見した。昭和 8 年時の災害復興計画要旨に記されていた住民の基本的考え方が，いまだ吉
里吉里地区住民の遺伝子となって脈々と受け継がれ，「吉里吉里地区そのものの独立精神

（地域の自立精神といってもいいであろう）」となっているのであろうことを実感した。
　地域包括ケアシステムの構築に最も問われるのは地域住民一人ひとりの自立心，そして
住民同士の互助力によって形成される住民力（地域の力）だと考える。そこに大切なのは
互いを大切にする精神（マインド），地域を愛する心ではないだろうか。単なる全体主義の
一環としての独立精神ではなく，現代の価値観に沿った「地域住民力」による支え合う地
域づくりに期待したい。
 編集委員　栗原正紀
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